
　社
協
で
は
地
域
の
見
守
り
に
つ
い
て
の
懇
談
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
、
福
祉
委
員
等
の
地
域

の
見
守
り
役
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
現
状
や
課
題
点
、
知
ら
せ
た
い
こ
と
な
ど
を

共
有
す
る
た
め
の
大
切
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
地
域
の
中
で
見
守
り
の
つ
な
が
り
が

進
ん
で
い
く
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
町
内
の
多
く
の
地
区
で
見
守
り
の

懇
談
会
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
み
な
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

米生・仮屋・市の原地区

浜町A地区 大野地区

令和３年６月

62号

　
４
月
１
日
付
け
で
髙
野
前
事
務

局
長
の
後
任
と
し
て
事
務
局
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
事
業
に
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
山
都
町
に
暮
ら
す
皆
様
の
ほ
か
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福

祉
法
人
等
の
社
会
福
祉
関
係
者
、

保
健
・
医
療
・
教
育
、
行
政
な
ど

の
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
協
力
を

賜
り
な
が
ら
、
誰
も
が
支
え
合
う

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

初
心
を
忘
れ
ず
こ
れ
ま
で
で
培
っ

た
経
験
を
生
か
し
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
の
見
守
り
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　懇
談
会

局 

長 

挨 

拶

事
務
局
長

　飯
星 

節
子
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令
和
３
年
度

　
　
　
　
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会 

法
人
会
計
予
算
書

令和３年度 支出予算

令和３年度 収入予算

　
３
月
19
日
開
催
の
理
事
会
並
び
に
３
月
26
日
開
催
の
評
議
員
会
で
承
認

さ
れ
た
令
和
３
年
度
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
及
び
法
人
会
計

予
算
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
度
山
都
町
社
協
は
次
の
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　重
　点
　事
　項

⑴
山
都
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

⑵
介
護
保
険
・
総
合
事
業
へ
の
諸
対
応
の
強
化

⑶
伴
走
型
の
総
合
相
談
・
援
護
事
業
の
強
化
及
び
法
人
後
見
事
業

　の
取
り
組
み

⑷
行
政
及
び
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
及
び
情
報
共
有

⑸
災
害
に
備
え
た
防
災
、
福
祉
支
援
体
制
の
強
化

⑹
職
員
の
資
質
向
上

　地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
の
各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

と
お
り
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

①
専
門
性
を
高
め
た
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

②
山
都
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

③
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
・
情
報
共
有

④
地
域
支
え
合
い
活
動
の
推
進

⑤
地
域
福
祉
の
啓
発
と
人
材
の
活
躍

⑥
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

⑦
災
害
に
備
え
た
防
災
、
福
祉
支
援
体
制
の
強
化

⑧
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
の
財
源
確
保

※

な
お
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度

　
　
　
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
計
画

■会費収入
■寄附金収入
■経常経費補助金収入
■受託金収入 
■共同募金配分金収入
■事業収入
■介護保険事業収入
■障害福祉サービス事業等収入
■受取利息配当金収入
■その他の収入
■積立資産取崩収入
■拠点区分間繰入金収入 
■サービス区分間繰入金収入
■前期末支払資金残高

■人件費支出
■事業費支出
■事務費支出
■共同募金配分事業費
■助成金支出
■固定資産取得支出
■積立資金支出
■拠点区分間繰入金支出
■サービス区分間繰入金支出
■その他の活動による支出

1.9%

2.2% 1.1%

10.3%

14.5%

55.1%

0.01%
5.3%

7.8%0.0%
0.0%

0.6%

1.0%

0.1%

72.02%

9.76%

7.35%

0.64%
1.46%
0.40%

0.48%
0.111%

7.79%
0.00%

法人会計収入
（円)

会費収入 6,000,000
寄附金収入 3,120,000
経常経費補助金収入 28,577,000
受託金収入 40,139,982
共同募金配分金収入 1,760,000
事業収入 2,780,000
介護保険事業収入 152,612,180
障害福祉サービス事業等収入 5,240,000
受取利息配当金収入 33,000
その他の収入 411,420
積立資産取崩収入 0
拠点区分間繰入金収入 0
サービス区分間繰入金収入 21,562,000
その他の活動による収入 0
前期末支払資金残高 14,569,000
経常収入計 276,804,582

法人会計支出
（円)

人件費支出 199,365,724
事業費支出 27,016,382
事務費支出 20,341,696
共同募金配分事業費 1,760,000
助成金支出 4,030,000
固定資産取得支出 1,100,000
積立資金支出 1,321,780
拠点区分間繰入金支出 0
サービス区分間繰入金支出 21,562,000
その他の活動による支出 307,000
予備費支出 0
当期末支払資金残高 0
経常支出計 276,804,582
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表彰式の様子

山都町社協　マスコットキャラクター　結果発表

　「しゃきょう」
と「かたくり」を
合わせて「しゃ
くりん」です。
　社協の広報誌
のタイトルでも
あるカタクリの
花をモチーフに
し、地域を見守
る社協をイメージし、困っている方のもとに空
を飛び駆けつける妖精の姿にしました。
　カタクリの特徴的な花びらが髪の毛になって
います。
　おしべ、めしべ、背中の羽はハート型で思い
やりの心を表しています。上の服は山都町の自
然を、スカートは通潤橋や五老ヶ滝の水しぶき
をイメージしています。胸には社協マークのペ
ンダントを付け、広げた手はつながりを表して
います。

　山都町といえば、野菜や自然。
　顔はトマト、ぼうしは山、みつ編みは麦で
表現しました。「やまちゃん」の顔は愛情
たっぷりの赤やピンク、その他は、やさしい
色で、山都町の人々のやさしさを表しまし
た。山都町をもっと愛してほしい。自然や植
物をもっと大切にしてほしいという思いでこ
のキャラクターにしました。

「しゃくりん」 「やまちゃん」 　
こ
の
度
は
、
山
都
町
社
会
福
祉
協
議

会
　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集

に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ
い

た
１
９
６
作
品
の
中
か
ら
見
事
に
入
選

さ
れ
た
４
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
応
募
者
コ
メ
ン
ト

は
Ｈ
Ｐ
・
Ｆ
Ｂ
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　
「
し
ゃ
く
り
ん
」
は
今
後
、
社
協
の
イ

ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
で
活
躍
予
定
な
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
で
見
ら
れ
た
方
が
「
き
れ
い
か
ね
」
と
話
さ
れ
る

の
を
や
り
が
い
に
植
え
始
め
て
８
年
ほ
ど
に
な
る
芝
桜
。

植
え
る
時
は
一
定
の
間
隔
で
植
え
て
い
る
た
め
、
咲
い
た

時
に
は
よ
り
一
層
き
れ
い
に
見
え
る
そ
う
で
す
。
基
本
的

に
は
き
れ
い
な
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲
か
せ
る
芝
桜
で
す

が
、
中
に
は
白
色
に
近
い
よ
う
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
も

あ
る
の
だ
と
か
。
な
ぜ
、
白
い
花
が
咲
く
か
は
植
え
て
い

る
荒
木
さ
ん
も
分
か
ら
な
い
と
の
事
で
し
た
。

　
道
沿
い
に
植
え
て
い
る
芝
桜
を
手
入
れ
す
る
こ
と
が
楽

し
み
で
あ
り
、
趣
味
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
荒
木
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
芝
桜
は
植
え
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

　
現
在
は
自
宅
周
辺
と
道
路
約
２
０
０
ｍ
で
す
が
、
芝
桜

は
ど
こ
ま
で
広
が
る
の
で
し
ょ
う
か
？
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
蘇
陽
事
務
所
窓
口
に
て
、

大
野
ハ
ッ
ピ
ー
会
の
み
な
さ
ん
が
製
作
さ
れ
た
梅
の
花

を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
作
り
の
梅
の
花
を
展
示
し
て
ま
す

最優秀賞 優秀賞

　ブルーベリーを食べ
たら瞳きらきらになる
でしょうか。

　“山都よかと子”ちゃんは山都町のモミジ、星、
ブルーベリー、魚、清流、米とよいところをたっ
ぷりつめこんだ女の子のキャラクターです。
　その”山都よかと子”ちゃんの周りを囲む、
しいたけくん、とまとくん、矢部茶さん、ゆ
ずくんは“山都よかと子”ちゃんにつめこめな
かった山都町をさらに表しています。この
“山都よかと子”ちゃんと楽しい仲間たちで、
山都町に住んでいる人は、山都町のよさを再
発見し、山都町外の人にはもっと山都町を
知ってほしいと思います。

「輝々ちゃん」 「山都よかと子ちゃんと楽しい仲間たち」優秀賞優秀賞

大
野

　ハ
ッ
ピ
ー
会

芝
桜

地 域 の 活 動 紹 介

仁
田
尾

新規職員紹介
　４月から新規採用にて
清和本部　通所介護事業
所に配属されました那須
恵子です。

　御利用者様方に笑顔で来苑していただ
けるよう頑張りたいと思います。
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掲　示　板

日本赤十字社会費納入のお願い

赤い羽根共同募金　贈呈式

※この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金および社協会費、寄付金の一部で作成しています。
社会福祉法人 山都町社会福祉協議会 本部（清和事務所）82-3345　矢部事務所 72-3211　蘇陽事務所 83-1751編集・発行

　皆様にご寄付いただい
た募金は町内の小中学校、
高校との交流や地区福祉
懇談会、地区サロン等に
使わせていただきます。
　今年度もみなさまのご
支援とご協力をお願いいたします。
　写真は昨年度、潤徳小学校にて行われた募金贈呈式の
様子です。

　山都町社会福祉協議会では、福祉用具等貸付事業として車椅子
の貸し出しを行っております。
　詳しくは最寄りの社協事務所までお尋ねご連絡いただきますよ
うにお願い致します。

山都町社会福祉協議会一般会費のお願い

車椅子の貸し出しを
行っています。

地域のお宝活動事例集第２弾
完成のお知らせ

　山都町内の地域の取り組みや名人さんを冊子にまと
めた「地域のお宝活動事例集第２弾」が完成しました。
冊子には取材させていただいた
方々の声に加えて、取材した社
協職員の声も掲載しています。
山都町の地域のすばらしさを詰
め込んだ１冊になっております
ので、ぜひご一読ください。山
都町社協のホームページよりご
覧になれます。

　今年度も５月から赤十字会員運動が始まります。
山都町でも区長・組長・世話係の皆様を通して運動
を実施いたします。会費は１世帯500円です。お寄
せいただいた会費は被災地支援や子どもたちに対す
る防災教育などの日本赤十字社の活動に役立てられ
ます。皆様のご理解とご協力をお願い致します。

「令和２年度実績」　　　4,670件
　　　　　　　　　　　   2,356,001円

　今年度も８月から山都町全世帯を対象に一般会費
の協力をお願い致します。
　会費は一世帯千円です。会費については「住民主
体」という原則のもとに、地域福祉活動の推進のた
め使わせていただきます。また、特別会費のご加入
も８月からお願い致します。
　皆様方のご協力とご支援をよろしくお願い致します。

「令和２年度実績」　　　4,587件
　　　　　　　　　　　   3,941,000円

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

生
活
支
援
員

　
　

 

研
修
会 

開
催

　
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
で
は
、
日
常
的
な
金
銭
管
理

等
に
不
安
の
あ
る
方
々
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
、
６
名
の

方
が
生
活
支
援
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
支
援
を
行
う
ば
か
り
で
は
な
く
、

自
立
を
促
す
事
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
」、「
日
に
よ
っ

て
本
人
の
状
態
に
波
が
あ
り
、
対
応
が
難
し
い
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
地
域
の
中
に
は
、
障
が
い
を
持
ち
な
が
ら
き

ち
ん
と
し
た
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
人
や
誰
と
も
繋

が
れ
て
い
な
い
人
が
い
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
声
も
上
が

り
、
今
後
の
支
援
の
あ
り
方
や
課
題
に
つ
い
て
も
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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